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名古屋大学説明会が開催される
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名古屋大学説明会を九州、東海（学内）、
関東、近畿の４地区で開催する

　本学では、大学進学希望者に対し、教育・研究の特

色の紹介や施設見学を通じて本学への進学の目的意識

を持ってもらうため、学内及び全国各地で大学説明会

を開催しています。

　今年度も昨年同様、九州（熊本市：８月１日（金））、

東海（学内：８月６日（水）～８日（金））、関東（横

浜市：８月１９日（火））、近畿（大阪市：８月２７日（水））

の４地区で開催しました。

　学内での説明会は、６日に文科系学部、７日に工学

部以外の理科系学部、８日に工学部の説明会が行われ、

３日間を通して４，３５０名の参加者（６日：１，６４６名、７日：

１，５２７名、８日：１，１７７名）があり、豊田講堂内は高校

生たちの熱気であふれていました。３日間のいずれも

午前中は、豊田講堂内で松尾総長のあいさつ、中島副

総長からの全体説明及びビデオによる大学紹介が行わ

▲法学部ミニ講義

▲工学部施設見学

▲経済学部デモンストレーション講義

▲文学部懇談会



３

れ、保護者等に対しては、シンポジオンホールでライ

ブ中継を行いました。また、午後からは、それぞれの

志望学部に分かれ、学部長はじめ教職員と学生が一体

となり、内容に趣向を凝らして懇談会、ミニ講義、研

究室公開及び施設見学等が行われました。参加した高

校生らは、各会場で教官や在学生と直接懇談したり、

自分の進路等について詳しく説明を聞き、熱心に質問

やメモを取るなど熱気にあふれ、キャンパスは終日高

校生の姿で賑わいました。

　なお、８日には台風１０号の接近による影響が心配さ

れましたが、幸い全体の企画終了時間までは影響はな

く、高校生は雨が降る中、精力的に各研究室を回って

いました。

　一方、全国各地での説明会は、中島副総長、各学部

教授及び関係職員出席の下、開催され、受験生、進路

指導教諭等の参加者に対し、本学の教育・研究の概要

紹介、大学紹介ビデオの放映、入学者選抜方法の説明、

高校生向けの講演等が実施されました。参加者からは、

入学者選抜方法についての質問や、学生生活、就職及

び留学に関することなど、活発な質疑応答が行われま

した。また、学部教授による講演は大学における授業

の一端を紹介する内容で、参加者にはたいへん好評で

した。

▲医学部懇談会

▲農学部学科紹介

▲教育学部懇談会

▲情報文化学部ミニ講義
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祝！本学が第４２回国立七大学総合体育大会で
３度目の総合優勝

　今年度は、本学が主管校となり、７月１９日（土）か

ら８月１２日（火）まで「第４２回国立七大学総合体育大

会」が開催され、２７種目で熱い戦いが行われました。

同体育大会は、北海道大学、東北大学、東京大学、京

都大学、大阪大学、九州大学、本学の七大学が毎年輪

番制で当番校となって開催されている定期競技大会で、

昭和３７年に第１回大会が北海道大学主管で開催されて

以来、約半世紀近くもの間行われている伝統ある大会

です。

　本学は、今回の大会で圧倒的強さを発揮し、２位以

下に大差をつけて３度目の総合優勝を成し遂げました。

また、閉会式が８月１２日（火）、行われ、優勝旗・優

勝杯を授与されました。
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（平成１５年８月１２日最終結果）

第４２回国立七大学総合体育大会成績表

九州大学大阪大学京都大学名古屋大学東京大学東北大学北海道大学
得点順位得点順位得点順位得点順位得点順位得点順位得点順位
４④２⑥１⑦３⑤６③８②１０①アイスホッケー
１⑤６①４②３③２④－－－－スキー
１⑥４③３④８①２⑤６②－－航空
２⑤－－３④８①４③１⑥６②馬術
８②５③１．５⑥３⑤１．５⑥１０①５③柔道
３⑤１０①８②６③４④２⑥１⑦少林寺拳法
１０①４④３⑤１⑦２⑥６③８②ヨット
２⑥３⑤４④６③１０①８②１⑦空手道
１⑦４④１０①８②６③２⑥３⑤男子

剣道
１０①８②６③４④２⑥１⑦３⑤女子
２⑥３⑤６③１０①４④８②１⑦男子

硬式テニス
２⑥４④１０①８②１⑦６③３⑤女子
２．５⑤６③４④８②２．５⑤１⑦１０①水泳
１０①１⑦８②６③２⑥４④３⑤男子バスケット

ボール ２⑤４③３④８①－－６②１⑥女子
２⑥８②６③１⑦１０①３⑤４④アーチェリー
１⑦３⑤２⑥４④６③１０①８②男子

弓道
１⑦６③３⑤１０①２⑥８②４④女子
１⑦１０①８②６③４④３⑤２⑥男子

陸上競技
１．５⑤－－１．５⑤８①６②４③３④女子
２⑥４④１０①８②６③１⑦３⑤男子

卓球
２⑤－－４③１⑥６②３④８①女子
２⑥１０①４④６③１⑦３⑤８②男子

ソフトテニス
３④２⑤６②８①－－１⑥４③女子
８②２⑥６③１０①４④１⑦３⑤ハンドボ－ル
１⑦８②２⑥３⑤１０①４④６③男子

バレ－ボ－ル
８②６③４④１０①１⑦２⑥３⑤女子
１⑦２⑥１０①６③３⑤８②４④体操
３⑤２⑥１０①８②６③１⑦４④硬式野球
４④２⑥６③３⑤１⑦８②１０①男子

バドミントン
１⑦８②２⑥１０①３⑤４④６③女子
１⑦４④８②３⑤２⑥１０①６③フェンシング
１⑦３⑤４④１０①８②６③２⑥ゴルフ
４③８①－－６②１⑥３④２⑤準硬式野球
－－－－３③２④６①１⑤４②ラクロス
１０①２⑥１⑦８②６③３⑤４④自動車

１１８．０１５４．０１７５．０２２１．０１４１．０１５６．０１５３．０総合得点
７位４位２位１位６位３位５位総合順位
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松尾総長と平尾誠二ラグビーワールドカップ
日本代表前監督が対談する

　スポーツNPO法人「シックス」による対談企画と

して、ラグビーワールドカップ日本代表前監督である

平尾誠二氏が、８月１１日（月）、松尾総長を訪れ、組

織経営・リーダーシップ・教育等の問題を１時間にわ

たり語り合いました。平尾氏は、神戸製鋼ラグビー部

ゼネラルマネージャーであり、また、「シックス」の

理事長も務め、スポーツを通した人材育成・社会貢献・

国際事業に尽力しています。シックス・ホームページ

における対談シリーズには、各界の著名人が名を連ね、

広く実業界からも注目されていますが、今回の対談は、

その第１０回企画として実現したものです。

　当日は、本学ラグビー部全員によるラグビー独特の

歓迎セレモニー「エール」で平尾氏を出迎えました。

同氏は、総合保健体育科学センター・マネジメント研

究グループにも参画しており、東海地区におけるス

ポーツ・教育振興にも協力したい意向を持っています。

学生時代に山岳部に所属し、スポーツに造詣の深い 

松尾総長と、史上最年少（当時３４歳）で日本代表監督

に抜擢され、組織マネジメントに対する研究執筆・講

演も多い平尾氏との談義は大いに弾みました。なお、

対談の詳細は今秋、シックス・ホームページ

（http://www.scix.org）に掲載されます。

▲松尾総長 ▲平尾誠二氏▲対談する松尾総長（左）と平尾誠二氏（中央）
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大学院多元数理科学研究科が大談話会を開催する

　大学院多元数理科学研究科が７月１８日（金）、理学

部１号館において大談話会を開催しました。同研究科

は、今年度より「数学と他分野との連携」及び「他研

究科との交流の活性化」を目的として理学部数学科の

時代から長い歴史をもつ談話会を新装しました。新談

話会は、月１・２回開催され、講演者には、自身の成

果を含めた最新の研究動向の紹介とともに、専門外の

研究者や学生にも理解してもらえるように分野の概要

や問題の背景の解説に十分時間をかけて話してもらう

ことにしています。

　また、７月は、夏休み前ということで半年に一度の

大談話会が開催され、庄司俊明同研究科教授による「有

限Chevalley 群の既約表現」及び野海正俊神戸大学自

然科学研究科教授による「楕円パンルヴェ方程式と楕

円超幾何方程式」の２つの講演が行われました。

　庄司教授の講演は、有限Chevalley 群の既約指標の

分類・決定に関するもので、１９世紀末の問題の発端か

ら説き起こして１９８０年代以降の Lusztig 氏の幾何学的

方法による解決のためのプログラムと講演者による主

要部分の解決について話しがあり、問題の解決が近い

ことを予感させました。

　また、野海氏の講演は、やはり１９世紀末に誕生した

パンルヴェ方程式のこの数十年の代数化・幾何学化の

過程から、神戸大学のグループによる射影平面の９点

配置上の離散力学系としての離散パンルヴェ方程式系

の定式化とその超幾何型特殊解の構成についての最近

の結果に及び、ソリトン方程式の日本の研究レベルの

高さを如実に表していました。

　大談話会には、研究科内外から多くの方々が参加し、

講演を楽しみました。引き続き行われたワインパー

ティーでも数学の話などに花を咲かせていました。ま

た、宇澤　達同研究科教授を拠点リーダーとする「等

式が生む数学の新概念」が２１世紀COEプログラムに採

択されたことを祝う会ともなりました。

　なお、同研究科の談話会の予定は、下記で見ること

ができます。

http://www.math.nagoya-u.ac.jp/local/seminar/

▲庄司教授による講演 ▲ワインパーティーで歓談する野海氏
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ソフトマターの物理学
土　井　正　男　

　ソフトマターとは我々の体をつくっている生体物質

のように柔らかな物質の事です。金属、セラミックの

ような固い物質（ソリッドマター）に対比してゲルや

高分子のような、構造の乱れた柔らかな系を対象とし

ています。ソリッドマターを扱う物理学が、固体物理

学という確固とした体系を作っているのに対して、ソ

フトマターの物理学は使われ始めてまだ１０年もたって

いない新しい言葉です。

　私はソフトマターのやわらかさを物理学の立場から

研究してきました。やわらかさといっても、物理学の

言葉ではなかなか表現しづらいものです。たとえば、

冷蔵庫で冷やしたプリンを作ることを考えてみましょ

う。冷蔵庫に入れる前のプリンの状態は液体であり、

うっかり容器を傾けるとこぼれてしまいます。冷えて

固まると、プリンは入れた容器と同じ形を持つように

なります。お皿のうえのプリンをスプーンで押すと変

形しますが、放すともとの形に戻ります。プリンはス

プーンで切り取って食べることができます。これらの

現象を物理学の言葉で記述しようとするとたいへんに

難しいことです。

　物理学の言葉で記述するということは、ニュートン

が星の運動を記述したように、プリンが固まって、食

べられるまでの過程を記述する理論の体系を作るとい

うことです。プリンの固さと冷蔵庫の温度はどんな関

係にあるのか、最初に入れる卵の量とプリンの固さは

どんな関係にあるのか、などを記述する理論を作るこ

とです。

　そんな研究のどこが面白いのか、プリンの理論を作

ることになんの意味があるのか、ということを聞かれ

そうですので、理由を説明しておきます。プリンが固

まる現象は、いろいろなところで重要な問題です。た

とえば、集積回路を作るときには、高分子の液体を塗っ

て、乾燥させて固めた後、回路のパターンを描いた後、

不要な部分を洗い出すということが繰り返されていま

す。医療の現場では、新しいソフトマテリアルを使っ

た新しい治療法の研究が行われています。（歯の治療を

受けた人なら、口の中で固まるたくさんの高分子が使

われていることを知っているでしょう。）ソフトマター

の物理は、ナノテクノロジー・バイオテクノロジーと

密接に関連しています。半導体工業が固体物理学と相

互作用しながら発展していった歴史を見ると、ソフト

マターに対するきちんとした学問の体系を作って行く

ことは非常に大切であると考えています。

　私は１９９８年から、ソフトマターの物理学で展開され

てきた理論を応用に結びつけることを目的に、企業の

人と協力してソフトマターについてのシミュレータを

開発してきました。このシミュレータの目的は、ソフ

トマターのミクロな特性と、材料的な特性を結びつけ

ることです。シミュレータの名前はOCTAといいます。

OCTA は Open Computational Tool for Advanced 

material technology の頭文字を取ったものですが、名

古屋大学の前身である第八高等学校の八をも表してい

ます。

　OCTAの特徴は多階層系のシミュレータというこ

とです。ソフトマターには、分子のスケール、分子集

合体のスケール、分散状態のスケールなど、さまざま

なスケールの問題が存在します。材料を開発する上で

はそれらの構造をすべて制御する必要があります。こ

のようなシステムをシミュレーションするために、ソ

フトマターの問題をいくつかの階層に分け、それぞれ

の階層ごとのシミュレータを統合化するというマルチ

スケールモデリングの考え方を提唱し、世界ではじめ
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てそのようなシミュレータを作りました。

　OCTAは商用化のための開発が進められています。

一方で私たちはフリーソフトとしてのOCTAの発展

を目指して、さまざまな、講習会、夏の学校、研究会

活動を行っています。フリーソフト版は http://octa.jp

から誰でもダウンロードできます。平成１４年度からは

OCTAをベースにして、バイオ分野に展開するプロ

ジェクトが科学技術振興事業団に採択されました。私

たちは今後もOCTAを発展させるための研究と活動

を行ってゆく決意です。

 プロフィール ����������������� 

どい　まさお

１９４８年生まれ。１９７４年東京大

学工学部博士課程中退。同年

東京都立大学助手、助教授を

経て、１９８９年８月から名古屋

大学工学部教授。１９９７年４月

から同大学院工学研究科教授。

１９９８年から２００２年まで“高機

能材料設計プラットフォーム

の研究開発”プロジェクトリーダー。２００３年２月から

高等研究院流動教官を兼任。著書にThe theory of 

polymer dynamics、Introduction to polymer physics

などがある。高分子学会賞、日本 IBM科学賞、アメリ

カ物理学会高分子賞、アメリカレオロジー学会ビンガ

ム賞、レオロジー学会賞受賞。ベルギーカソリック大

学名誉博士称号授与。



１０

第１４回日本数学コンクール及び
第７回日本ジュニア数学コンクールが開催される

　第１４回日本数学コンクール及び第７回日本ジュニア

数学コンクールが、８月１０日（日）、情報文化学部を

メイン会場（その他に大阪会場の清風高等学校、三重

会場として津高等学校、四日市高等学校）として開催

されました。

　新しい科学と技術の開拓を担う夢とロマンを秘めた

青少年の能力の伸長を図るため、日本数学コンクール

は、平成２年から高校生を対象に、また、ジュニアコ

ンクールは、平成９年から中学生を対象に開催されて

います。

　当日は、東京都や滋賀県等の遠方からの参加者も含

め約３９０名の小・中・高校生の参加がありました。参

加した生徒は、紙のうえで数式を使って問題を解くの

ではなく、実際に与えられたゴムと棒を使って色々な

形の模型を作り、そこからバランスとは何かを数学的

に表す問題等に真剣にかつ楽しそうに取り組んでいま

した。

　なお、同コンクールの優秀者の表彰式や参加者であ

れば誰でも出席できる問題の解答・講評会が、例年通

り１１月３日（月）の文化の日にシンポジオンホールで

行われます。

▲昼食を食べてほっと一息つく参加者

▲真剣に解答する参加者

▲実験に取り組む参加者



１１

大学院多元数理科学研究科が
数学公開講座「数学アゴラ」を開催する

　大学院多元数理科学研究科は、８月４日（月）から６

日（水）の３日間、数学公開講座「数学アゴラ」を開催しま

した。同講座は、数学とその応用に興味のある高校生を対

象に、大学で学ぶ数学、更にその先にある最先端の数学

の面白さを分かりやすく伝えることを目的とした集中コース

形式の講座です。平成６年度に文部省のパイロット事業と

して始まったもので、文部省の事業としては平成１３年度に

終了しましたが、その後も同研究科が主催する事業として

継続し、昨年度からは文部科学省のスーパーサイエンス

ハイスクール（SSH）事業とも一部連携しています。

　今回は、愛知県、岐阜県及び三重県内の高校生７０名、

参加者が在籍する高等学校の数学教師６名、特に熱意

のある中学生２名の計７８名の参加があり、理１号館の

５０９室で、同研究科のスタッフによる３日間の講義が行な

われました。また、２日目の夕方には、理学部数理学科の

学生と参加した高校生とのふれあいコーナーが設けられ、

自由な話し合いが行われました。

　講義内容は、（A）「パズルと数学－対称群の世界」（庄

司俊明同研究科教授）、（B）「確率論で見る自然現象」

（原　隆同研究科助教授）、（C）「４元数と８元数の世界

－複素数を超えた宇宙－」（菅野浩明同研究科助教授）、

（D）「数の世界（有理数と無理数）」（谷川好男同研究科助

教授）で、（A）と（B）は１時間ずつ３回、（C）と（D）は１回

のみ１時間の講義でした。高校で学んでいる数学とは全

く違う題材をも数学として平気で扱ってしまう現代数学の

間口の広さに感銘を受けた高校生も多く、また、講義も分

かりやすいと概ね好評でした。

▲大学生とのふれあいコーナー　

▲講義を熱心に聞く高校生

▲原　隆助教授による講義



１２

博物館が「名古屋大学シルクロード調査会」
を立ち上げる

　博物館では、平成１４年１１月から平成１５年７月の間に

２回のアフガニスタン特別展（「遙かなるアフガニスタ

ン　名古屋大学中央アジア栄養適応調査　－１９６８－」、

「失われた文化財　－アフガニスタン　バーミヤン

展」）を開催しました。こうした特別展や特別展関連

の講演会を通して、本学には４０年以上にわたる中央ア

ジア研究の蓄積が多くあるにもかかわらず、関係者を

つなぐネットワークがないことが分かってきました。

　アフガニスタン特別展を一過性のものとせず、博物

館の目指す異分野交流と本学関係者による中央アジア

の学際研究を活性化させることを目的として、６月３０

日（月）に関係者が集まり、「名古屋大学シルクロー

ド調査会」を発足させました。この集まりは、同日の

夕方に行われた清水哲太氏（トヨタ自動車（株）副社

長）とナジブラ・モハバット氏（セントラルスプリン

グ社社長）による「アフガニスタンと名古屋大学」と

いう特別講演会（本誌１２３号１４ページ参照）にあわせ

て計画され、講演会終了後に学内のグリーンサロン東

山で行われました。発足会には、講師のお二人ととも

に、前田耕作（和光大学名誉教授）、安田暎胤（薬師

寺副住職）、藤井知昭（元国立民族学博物館副館長）、

高橋　昭（名古屋大学名誉教授）、赤沢　堯（名古屋

大学名誉教授）の各氏をはじめとする１９６４年・１９６９年

のアフガニスタン調査隊のメンバー、宮治　昭文学研

究科教授と美術史学講座の大学院学生、環境学研究科

の大学院学生、理学部の４年生、博物館の教官（足立、

西川、蛭薙、吉田、束田）ら総勢２０名が参加しました。

　調査会の発足を祝う乾杯の後、高橋名誉教授秘蔵の

１９６９年撮影のスライドショウがあり、当時の調査風景

や若き日のナジブラ氏らの姿に歓声があがり、昔話に

花が咲きました。また、大学院学生がベテラン研究者

に研究の夢の部分や現地情報を直接聞くなど、和気あ

いあいとしたなかで意見交換が行われました。今後、

本学関係者によるシルクロード地域の文化と自然を中

心に幅広く調査を行っていくことで意見が一致し、盛

会のうちに終了しました。

▲「名古屋大学シルクロード調査会」の発足会への参加者



１３

博物館が特別講演会・コンサートを開催する

　博物館は、第６回特別展「失われた文化財―アフガニ

スタン　バーミヤン展―」の最後を飾る関連企画として、二

回の講演会と博物館コンサート（NUMCo）を開催しました。

　７月１１日（金）には、元国立民族学博物館副館長の 

藤井知昭氏による第２５回特別講演会「文明の十字路　ア

フガニスタンの文化」が行われ、会場の博物館講義室は

約１５０名の参加者で超満員になりました。１９６４年の名大調

査隊に参加して以来の現地での豊富なフィールド調査の

体験をもとにした藤井氏の時空を超えた熱のこもった講演

に刺激され、聴衆からの質疑応答がやみませんでした。ア

フガニスタンが「文明の十字路」といわれるのは、地中海

世界と中国（さらに日本まで）を結ぶ交流軸と、北方遊牧

文化と南方農耕文化とを結ぶ軸が交差する場所であるか

らですが、これを同氏は、バーミヤンの楽人楽舞壁画など

に即して詳しく解説されました。また、ハザラ族で歌われて

いる４行詩が中世ペルシャで大流行した“ライラとマジュ

ヌン”などの叙事詩とほとんど同じであることなどから、ア

フガニスタンにおける伝承の強さや文化の深さを痛感した

と述べられました。

　同日の夕方には、第８回博物館コンサートとして、チェ

ンバロ（横手多佳子氏）・バイオリン（恒川妃翠氏）・チェロ

（Weitzer　朝恵氏）によるバッハのソナタなどの演奏が

行われ、約１００名の聴衆が夕暮れの音楽会を楽しみまし

た。

　また、７月２４日（木）には、東京芸術大学大学院美術研

究科教授の長澤市郎氏と同研究科助手の建石　徹氏に

よる講演会が開催され、約１００名が参加しました。長澤氏

は、日本国内や海外で多くの文化財の保存・修復作業に

携わり、その現場での経験から「美をまもる－文化財保存

修復の現場から－」と題して話されました。修復とはどうあ

るべきなのか、また、修復作業は実際にどう行われ、どんな

苦労があるのか等について、スライドを用いて詳しく紹介

されました。また、建石氏は、昨年より開始された東京芸術

大学のアフガニスタン文化支援事業の全てに実働隊とし

て参加され、「アフガニスタン文化復興支援活動の一例－

東京藝術大学の活動を中心に－」と題して話されました。

アフガニスタンでは今何が求められているのか、そして日

本のできる支援について、臨場感あふれるスライドとともに

紹介されました。講演後の質疑応答では、会場から多くの

質問が出され、活発な意見交換が行われました。

　なお、特別展会期中に５，０００人を超える入館者があり、

５，０００人目とその前後の入館者に記念として、認定証と

“運気をもたらす石”とされるアフガニスタン産のラピス・ラ

ズーリが贈られました。

▲講演する藤井氏 ▲第６回特別展の５，０００人目の入館者（中央）と前後の方々



１４

附属農場が農業館を利用して
連続講演会（第３回）を開催する

　大学院生命農学研究科附属農場は、農業館を利用し

た連続講演会の第３回として、７月１９日（土）、柴田叡弌

生命農学研究科附属演習林長による「森の伝染病－松く

い虫－」と題する講演を開催しました。

　講演は、松くい虫の被害が発生している地域のスライド

映写から始まり、住宅地から森林地帯まで広い範囲で被

害が発生していることが説明されました。この原因は、マツ

ノマダラカミキリとマツザイセンチュウの相利共生によって

マツに被害を与えるものであり、カミキリムシが羽化すると

きにセンチュウを体に付着して枯れたマツから飛び立ち、

新鮮なマツの小枝を食べて成熟します。この時にセンチュ

ウが健全なマツへ伝播します。現在のところ、センチュウが

マツに入るとマツが枯れる原因は不明のようです。参加者

は、松くい虫の被害状況及び２種の生物がともに働いて

マツ材線虫病が発生する仕組みを理解することができま

した。

　また、日本における松くい虫の被害について説明があり、

参加者は、松くい虫の被害が２０世紀初頭に長崎市周辺で

観察され、その後、九州・山陽地方に広がり、現在では青

森県と北海道を除いた地域で発生していることを理解し

ました。このような被害の拡大には、マツ材線虫病に感染し

ているマツを公共土木工事に用いたことが原因となって

いる場合も多く見られました。松くい虫の被害を防ぐには、

「マツ－マツザイセンチュウ－マツノマダラカミキリ」の関係

を考慮し、薬剤散布及び感染マツの焼却が必要であり、セ

ンチュウに抵抗性のあるマツの品種を育てることも行われ

ているようです。

　講演とともに、生きたマツノマダラカミキリの展示があり、

また、顕微鏡でマツザイセンチュウの観察も行われ、参加

者は、松くい虫の被害についてより一層理解を深めること

ができたようでした。

　なお、今後の講演会の予定は以下のとおりです。

第４回　９月２０日（土）

　講師：松田　幹生命農学研究科教授

　演題：「食の安心・安全について－バイオ農産物との関係－」

第５回　１０月１８日（土）

　講師：長谷川明子氏（東海地区ビオトープを考える会会長）

　演題：「ビオトープと都市住民」

第６回　１１月２２日（土）開催予定

▲講演する柴田演習林長 ▲顕微鏡を覗き込む参加者　



１５

工学部が工学概論第１「がんばれ後輩！」を開講する
－　先輩の経験談から、感じ、吸収し、生かせ！　－

　工学部は、７月２４日（木）、２５日（金）の両日、工

学概論第１「がんばれ後輩！」を１年生を対象に開講

しました。同科目は、社会の第一線で活躍されている

同学部卒業生の先輩を講師に招き、工学を学ぶ意義や

面白さをそれぞれの体験に基づき講義してもらうもの

で、学生に夢を与え、工学部出身者に必須の対人的か

つ内面的な人間力を涵養し、その後の勉学の指針を与

えることを目的に例年実施しているものです。

　当日は、１４５名もの学生が受講し、熱心に先輩の話

に聞き入っていました。受講後のレポートによれば、

「大学に入って目標を失いかけていたが、先輩の話を

聞いて、目標を持って生きていくことの重要性を改め

て認識した。」、「今後の大学生活をどう過ごしていくべ

きかについて考えさせられた。」、「今後、日本が世界

の競争に打ち勝つためには、大学、企業における研究・

技術開発が必要であると思った。」等々、まだ大学生

活を始めて間もない学生達にとって、これから先の大

学生活、とりわけ工学部学生として何を学ぶべきなの

かを問いかけるきっかけとなり、受講した学生にとっ

て実りあるものとなりました。

（講義日程）

７月２４日（木）

　１０：３０～１２：００　㈱アイシン精機常勤監査役

水野清史氏

　１３：００～１４：３０　㈱ JFEスチール専務執行役員

　　　　　　　　　スチール研究所長　　藤井徹也氏

７月２５日（金）

　１３：００～１４：３０　㈱花王素材開発研究所所長

近藤昭裕氏

▲講義をする水野氏 ▲講義をする近藤氏▲講義をする藤井氏



１６

年代測定総合研究センターが
大学Jr. サイエンス「石がいつできたか調べよう」を開催する

　年代測定総合研究センターは、７月２８日（月）から

３０日（水）までの３日間、大学 Jr. サイエンス「石が

いつできたか調べよう」を開催し、愛知県内及び近県

から小学５・６年生２０名、中学生１９名、保護者や引率

の学校長・担任５名の参加がありました。

　同プログラムでは、仲井　豊愛知教育大学名誉教授

と柴田　賢　元年代測定資料研究センター長を特別講

師に招き、１日目に、バスで愛知県東部の本宮山に出

かけて地質調査（珪線石－黒雲母片麻岩の調査）と岩石

試料採集を行いました。また、２日目は、年代測定総

合研究センターで、ジルコン分離、チャイム年代測定

及び岩石薄片の偏光顕微鏡観察を行い、さらに、３日

目は、分析結果をグラフにまとめて岩石ができた年代

を計算しました。小中学生には難しい実験もありまし

たが、それを克服して、本宮山の変成岩が１億年前で

きたことをつきとめました。最後に、全員に参加証が

手渡され、分離したジルコンのプレパラートとともに、

大切に持ち帰りました。

　同センターには、参加した児童・生徒から、わから

なかったことや家族旅行で採取した石のことなど、い

ろいろな質問が届いています。また、学校長等からは、

児童・生徒の受け入れを感謝するとともに、同プログ

ラムの継続と担任の参加枠拡大を希望する手紙や電子

メールも寄せられました。

▲本宮山の珪線石－黒雲母片麻岩の調査を終えて山頂駐車場で記念写真

▲岩石の採集 ▲ジルコンの分離 ▲チャイム年代測定



１７

工学部がテクノフロンティアセミナーを開催する
－　触れてみよう、電子と情報の最先端に　－

　工学部は、８月４日（月）から６日（水）までの３

日間、テクノフロンティアセミナーを開催し、愛知県

内の２１の高等学校から高校生２９名が参加しました。

　同セミナーは、若年層の理工系離れが指摘されてい

る近年の状況を深刻に受け止め、高校生を対象に、社

会との関わりがより強い工学について啓発することを

目的に、電子・情報分野の最先端の研究を実験を通じ

て理解し、工学の面白さを体験する中で興味を深めて

もらい、大学進学を控えた参加者が進路を決定する上

で参考にしてもらうために毎年実施されているもので

す。また、参加者全員がユースホステルに宿泊し、新

しい友達との交流を図ることや食堂等の大学施設を利

用して、大学生活の一端を体験できることも特徴の一

つになっています。

　初日は、実行委員会代表の松村年郎工学研究科教授

によるあいさつに続き、実験担当者及び参加者の自己

紹介と今後のスケジュールについての説明が行われま

した。その後、参加者は、実験テーマ別に６つのグルー

プに分かれ、同学部の教職員及び大学院学生達のアド

バイスの下、電気電子・情報工学科の各実験室で課題

実験に取り組みました。

　２日目は、実験の途中で中部電力名城変電所を見学

し、最終日には、３日間の実験の成果が各グループご

とに発表された後、実行委員会代表から参加者全員に

修了証書が手渡され、セミナーは終了しました。

　なお、今回の実験テーマは，次のとおりです。

　（A）超音波センサを用いた自走ロボットコントロール

　　　　～迷路を進むロボットを作ろう～

　（B）極低温と超電導の世界を操る

　　　　～超電導線への大電流通電～

　（C）音を光に変える

　　　　～光ファイバによる音声多重伝送～

　（D）マイナスイオンでリフレッシュ！

　　　　～プラズマによる空気洗浄～

　（E）ロボットのしくみを理解する

　　　　～書道ロボットを作ろう～

　（F）ソフト電卓を作ってみよう

　　　　～ウインドウプログラムとツールによる計算式の解析～

▲実験テーマ（A）に取り組む高校生 ▲実験テーマ（E）に取り組む高校生
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工学部がテクノサイエンスセミナーを開催する
－　体験：航空宇宙工学＠名大　－　

　工学部は、８月１１日（月）、工学部２号館及び航空・

機械実験棟において、東海地方の高校生を対象に「テ

クノサイエンスセミナー」を開催しました。同セミナー

は、高校生に、大学で行っている最先端の研究に触れ、

研究者と交流する中で何かを感じてもらい、工学に対

して新たな興味を持ってもらうことを目的に、平成８

年度から毎年テーマを変え開催しているもので、好評

を得ています。本年度は、「体験：航空宇宙工学＠名

大」をテーマに機械・航空工学科航空宇宙工学コース

の教官が担当し実施されました。

　同セミナーには、Web サイトなどで告知したことも

あり、東海地方の高校生を対象としていたにもかかわ

らず、全国から６２の高等学校に在籍している計１４７名の

応募がありました。定員の関係もあり、当日は抽選で

選ばれた４５名が参加しました。午前中は、参加者全員

で航空宇宙工学コースの紹介及び航空宇宙機の歴史と

将来構想についての解説を受け、その後、参加者は６

班に分かれ、航空宇宙工学のそれぞれの分野に関する

講義を受講しました。昼食と研究室見学を行った後、

午前中に行われた講義に関連する実験が実施され、参

加者は、講義を通じて得た知識を実験により再確認し

ながら、航空宇宙工学を体験しました。そして、航空

機やロケットの航行を成立させている科学技術に触れ、

将来に対する大きな夢を膨らませつつ、セミナーは終

了しました。

▲倒立振子の実験を行う高校生
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国家公務員Ⅱ種試験第一次合格者への
職務内容等説明会が開催される

　国家公務員Ⅱ種採用試験第一次合格者に対する本学

の職務内容等についての説明会が、７月３１日（木）、シ

ンポジオンホールにおいて開催しました。

　同説明会は、国家公務員を志望し就職活動を行って

いる人を対象に、文部科学行政を含め、大学の使命、

業務内容等をより深く理解してもらうために例年行わ

れているものです。

　説明会は、金子人事課長のあいさつ、本学の教育・

研究活動、管理運営等の概要紹介の後、採用後従事す

ることとなる具体的な職務内容等について、詳細に説

明が行われ、１７９名の参加者は、それぞれ真剣に説明

に聞き入っていました。

　また、より詳しく本学の業務内容等を照会するため

の官庁訪問についても、一次合格発表の翌日である７

月２６日（土）から８月１２日（火）の期間受け付け、期

間中延べ３５１名の一次合格者が訪れました。官庁訪問は、

人事担当者からより具体的な説明を行うとともに訪問

者からの質問に答える方式で行われ、法人化に向けた

大学の取り組み等について、熱心にメモをとる姿が見

られました。

▲説明を聞く参加者

▲あいさつをする金子人事課長
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人事院勧告が出される

INFORMATION

　人事院は、８月８日（金）、国会及び内閣に対して、国家公務員給与改定の勧告、公務員人事管理の改革に関す

る報告を行いました。

　主な内容は、次のとおりです。なお、公務員制度改革に関する報告の骨子については、省略しました。

給与勧告の骨子

１　給与勧告の基本的考え方

　・　公務員給与が民間給与を上回った場合においても、官民給与の精確な比較により公務員給与の適正な水準を

確保することが、情勢適応の原則にかなうものと判断

　・　配分、改定実施までの官民較差相当分の調整方法等については、各府省の人事当局や職員団体の意見を十分

に聴取し検討

２　官民給与の比較

　　約８，１００民間事業所の約３６万人の個人別給与を実地調査（完了率９３．５％）

　〈月　給　例〉　官民の４月分給与を調査（ベア中止、定昇停止、賃金カット等を実施した企業の状況も反映）し、

職種、役職段階、年齢、地域など給与決定要素の同じ者同士を比較

　〈ボーナス〉　過去１年間の民間の支給実績（支給割合）と公務の年間支給月数を比較

本年の給与勧告のポイント

　平均年間給与は５年連続、かつ、過去最大の減少

　（年収△１６．３万円（月例給△１．１％と期末・勤勉手当△１．５％を合わせて△２．６％））

　①官民給与の逆較差（△１．０７％）を是正するため、２年連続で月例給の引下げ改定

　　－俸給月額の引下げ、配偶者に係る扶養手当の引下げ、自宅に係る住居手当の支給対象を限定

　②期末・勤勉手当（ボーナス）の引下げ（△０．２５月分）

　③通勤手当の６箇月定期券等の価額による一括支給への変更、調整手当の異動保障の見直し

　④本年４月からこの改定の実施の日の前日までの期間に係る官民較差相当分を解消するため、４月の給与に

較差率を乗じて得た額を基本として、１２月期の期末手当で調整



２１

　○官民較差（月例給）　△４，０５４円　△１．０７％〔行政職…現行給与　３７７，５３５円　平均年齢４１．０歳〕

　　　　俸　　給　△３，４５９円　　　　扶養手当　　△２０９円

　　　　住居手当　△　１７３円　　　　はね返り分　△２１３円

３　改定の内容と考え方

 〈月例給〉　官民較差（マイナス）の大きさ等を考慮し、月例給を引下げ

　�　俸給表：すべての級のすべての俸給月額について引下げ

　　①行政職俸給表　　級ごとに同率の引下げを基本とするが、初任給付近の引下げ率は緩和、管理職層の引下げ

率は平均をやや超える率（平均改定率△１．１％）

　　②指定職俸給表　　行政職俸給表の管理職層と同程度の引下げ（改定率△１．２％）

　　③その他の俸給表　行政職との均衡を基本に引下げ

　�　扶養手当　　配偶者に係る扶養手当の支給月額を５００円引下げ（１４，０００円→１３，５００円）

　�　住居手当　　自宅に係る住居手当を新築・購入から５年間（２，５００円）に限定（月額１，０００円に係るものは廃

止）

　�　通勤手当　　・６箇月定期券等（交通機関等利用者）の価額による一括支給を基本とすることに変更すると

ともに、２分の１加算措置を廃止し、５５，０００円まで全額支給

　　　　　　　　　・交通用具使用者に係る通勤手当について片道４０㎞以上の使用距離区分を４段階増設

　�　調整手当　　・いわゆる「ワンタッチ受給」防止のため、異動前の調整手当支給地域における在勤期間が６

箇月を超えることを要件化

　　　　　　　　　・異動保障の支給期間（現行３年間）を２年間とし、２年目の支給割合は現行の８０／１００

　�　その他の手当

　　①委員、顧問、参与等の手当　指定職俸給表の改定状況等を踏まえ支給限度額を引下げ （３８，４００円→３７，９００円）

　　②医師の初任給調整手当　・医療職（一） 最高　３１１，４００円→３０７，９００円

　　　　　　　　　　　　　　・医療職（一）以外（医系教官等） 最高　　５０，８００円→　５０，２００円

〈期末・勤勉手当等（ボーナス）〉　民間の支給割合に見合うよう引下げ　４．６５月分→４．４月分

　　（一般の職員の場合の支給月数）

［実施時期等］　３の（１）、（２）、（３）、（６）及び期末・勤勉手当等の改定については、公布日の属する月の翌月の初

日（公布日が月の初日であるときは、その日）から実施。３の（４）及び（５）の改定については、平

成１６年４月１日から実施。

　　　　　　　　本年４月からこの改定の実施の日の前日までの期間に係る官民較差相当分を解消するため、４月

１２月期６月期

１．４５月（現行１．７月）１．５５月（支給済み）本年度　期末手当

　０．７月（改定なし）　０．７月（支給済み）　　　　勤勉手当

　１．６月　１．４月１６年度　期末手当

　０．７月　０．７月　　　　勤勉手当
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の給与に較差率を乗じて得た額に４月から実施の日の属する月の前月までの月数を乗じて得た額と、

６月期のボーナスの額に較差率を乗じて得た額の合計額に相当する額を、１２月期の期末手当の額で

調整。

〈その他の課題〉

　�　教育職俸給表の検討　　　　国立大学の法人化等に伴い、教育職俸給表の在り方等について早急に必要な改

正を行うため検討

　�　寒冷地手当の実態の把握　　速やかに全国的な調査を実施し、調査結果を踏まえて検討

　�　特殊勤務手当の見直し　　　手当ごとの実態等を精査して廃止を含めた見直し等を検討

　�　月例給の比較方法の見直し　行政職俸給表（二）を来年から比較の対象外とする方向で検討

　�　特別給の算定方法の見直し　民間の特別給の前年冬と当年夏の実態調査に基づき特別給を改定

　�　独立行政法人等の給与水準　役職員の給与水準の公表に向けた検討への協力

４　給与構造の基本的見直し

　・公務内外の大きな環境変化の下、地域の公務員給与の在り方について、国民の関心の高まり

　　－地域における公務員給与は民間に比べ高く、公務員給与の地域差は民間に比べ不十分との指摘

　・職務・職責を基本に勤務実績・業績を重視した制度となるよう給与全般の見直しを行いつつ、民間給与の地域

差に対応できる仕組みとするなど、全体として整合性の取れた形での見直しが必要

　　－「地域に勤務する公務員の給与に関する研究会」の基本報告（本年７月）でも同様の認識・提言

　・今後とも、労働基本権制約の代償機能を適切に果たすべく、各府省、職員団体等と積極的に意見交換を行いな

がら、早期に具体化が行えるよう検討

　　－　昇給制度を含めた俸給構造の見直し、民間給与の地域差に対応できるよう地域関連手当を再構築、スタッ

フ職を念頭においた新俸給表の設定、人事評価システムの整備など

【参考】モデル給与例 （単位：円）　　

年間給与
の減少額

勧告後勧告前

年間給与月　額年間給与月　額

△　６６，０００３，０２４，０００１８４，４００３，０９０，０００１８５，６００独身２５歳
係 員

△１０２，０００３，８２９，０００２３４，６００３，９３１，０００２３７，３００配偶者３０歳

△１４６，０００５，２１９，０００３１５，９００５，３６５，０００３１９，７００配偶者、子１３５歳
係 長

△１６３，０００５，８４２，０００３５４，０００６，００５，０００３５８，２００配偶者、子２４０歳

△２０９，０００７，７２９，０００４７３，９１０７，９３８，０００４７９，３６０配偶者、子２５０歳地方機関課長

△３２６，０００１１，１７４，０００６６０，９４０１１，５００，０００６６９，０６０配偶者、子２４５歳本府省課長

△５４４，０００１８，５３２，０００１，１０９，９２０１９，０７６，０００１，１２３，３６０－－本府省局長

△７１９，０００２４，３２９，０００１，４５７，１２０２５，０４８，０００１，４７５，０４０－－事 務 次 官
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「伊藤圭介生誕２００年記念展示会・講演会」開催のお知らせ

INFORMATION

展示会「錦�（きんか）図譜の世界　―幕末・明治の博物誌―」

　　開催日時：平成１５年１０月１７日（金）～３０日（木）

　　　　　　　１０：００～１７：００（土・日とも）　　休館日１０月２３日（木）

　　会　　場：名古屋大学附属図書館（中央図書館）展示室（４階）

講演会「博物誌の時代と伊藤圭介」

　　開催日時：平成１５年１０月１８日（土）　１３：００～１６：００

　　会　　場：名古屋大学附属図書館（中央図書館）多目的室（５階）

　　講　　師：磯野　直秀（慶應義塾大学名誉教授）　　　「日本の博物誌と伊藤圭介」

　　　　　　　土井　康弘（国士舘大学非常勤講師）　　　「日本初の理学博士の誕生」

　　　　　　　杉山　寛行（名古屋大学文学研究科教授）「伊藤圭介と医学」

主　　催　名古屋大学附属図書館・附属図書館研究開発室

後　　援　愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会

入場無料

問い合わせ先

　名古屋大学附属図書館

　〒４６４－８６０１　名古屋市千種区不老町

　電話（０５２）７８９－３６６７（情報管理課庶務掛）

　E-mail　shomu@nul.nagoya-u.ac.jp
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本学関係の新聞記事掲載一覧（１５年８月分）

INFORMATION

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）８．１（金）
コーナーキック：私を何かにたと
えたら　森田美弥子・教育発達科
学研究科教授

１

朝日（朝刊）８．２（土）
本学事務局長　渡橋正博さん　東
京医科歯科大学事務局長から４月
に就任

２

中日（朝刊）８．４（月）

イラク攻撃で米に批判集中　「原水
爆禁止２００３年世界大会国際会議」　
代表あいさつ沢田昭二名誉教授
「イラク戦争は国連憲章に基づく
平和のルールを無視した行動」と
強く批判

３

読売
日経（朝刊）

８．４（月）
法科大学院　適正試験に１万８０００
人　東海三県では本学などが会場

４

中日（朝刊）
他６社

８．５（火）
８．６（水）
８．１３（水）
８．２２（金）

飯田經夫名誉教授・経済学者　死
去

５

中日（朝刊）
日刊工業

８．５（火）
８．８（金）

三和化学研の創立５０周年記念事業　
ノーベル化学賞を受賞した野依良
治教授による特別講演などを開催

６

中日（朝刊）８．５（火）
第４２回国立七大学総合体育大会硬
式野球　本学など勝ち進む

７

朝日（朝刊）８．５（火）
地方の総合大法人化控え独自色で
勝負　「ミニ名大にならぬ」合言葉

８

中日（夕刊）８．５（火）
地震を知る９：想定震源域に着目
を　田所敬一・地震火山・防災研
究センター助手

９

読売
８．６（水）
８．３０（土）

法科大学院シンポ「期待される法
科大学院」　実務家から貴重な生
の声　和田肇・法学研究科教授は
パネルディスカッションで「新司
法試験の科目に拘束されては法科
大学院のカリキュラムがゆがむ恐
れあり」と指摘

１０

中日（朝刊）８．６（水）

県立の大学を知の拠点に　有識者
の意見を聞く「県立大学のあり方
検討会議」の初会合　座長に奥野
信宏・副総長を選出

１１

日刊工業８．７（木）

「特別推進研究」１６件選定　文部科
学省、補助金を交付　【特別推進研
究】芝井広・理学研究科教授【特
定領域研究】福井康雄・理学研究
科教授、阿波賀邦夫・理学研究科
教授【学術創成研究費】近藤孝男 
・理学研究科教授

１２

新聞等名月　日記　　　　　事

読売８．８（金）

パーキンソン病の発症を１００％抑止
する遺伝子治療薬を動物実験で確
認　夏目敦至・附属病院遺伝子・再
生医療センター助手が開発

１３

中日（夕刊）
中日（朝刊）

８．１１（月）
８．１８（月）

小中高生対象　数学コンクール　
本学など計５会場で開催　問題作
成者の１人大沢健夫・多元数理科
学研究科教授「受験技術の解き方
は忘れて」

１４

中日（夕刊）
日刊工業

８．１１（月）
８．１２（火）

訃報　安野�名誉教授　９日肺が
んのため死去

１５

中日（朝刊）８．１２（火）
津島市長選　辞職の三輪氏なぜ当
選　後房雄・法学研究科教授「指
導力発揮可能か疑問」

１６

中日（朝刊）８．１２（火）

学生之新聞：学生記者、本学３年
丹羽亜衣などが問う　マイペース 
って？　自分の目線で好きなこと
眺めて

１７

中日（朝刊）８．１２（火）
改革のシラバス：医学系研究科修
了・寺尾俊彦・浜松医科大学長　
慌てず「オンリーワン」狙う

１８

中日（朝刊）８．１３（水）
音羽の夫婦　医学部附属病院での
生体肝移植が無事終了

１９

日経（朝刊）８．１５（金）

高田広章・情報科学研究科教授は、
独自開発したOSの普及を進める
ためNPO法人「TOPPERS プロ
ジェクト」を近く発足

２０

中日（朝刊）
読売

８．１５（金）

マイクロソフト社のOSを攻撃す
る新型コンピューターウイルス
「ブラスター」感染被害　中部
“厳戒”本学は１００台感染

２１

中日（朝刊）８．１６（土）

教員らと意見交換する「名大サロ
ン」　一周年特別企画として、一般
市民に公開　２５日は藤木秀朗・文
学研究科講師が講演

２２

日経（朝刊）８．１７（日）
自己修復機能で元通りになる樹脂
材料　武田邦彦・工学研究科教授
の研究グループが開発

２３

毎日（朝刊）８．１７（日）

弁天池の在来種カメ保護に尽力　
川原神社が理学部卒業・矢部隆さ
んと、研究を行っている農学部大
学院生の岡田夕季さんらに感謝状

２４

読売８．１８（月）
文部科学省が科学版“情報機関”
「研究開発戦略センター」を新設　
センター長は野依良治教授

２５



２５

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）８．１９（火）

改革のシラバス：松尾稔総長　基
礎研究、実学を学術経営という観
点から全体としてバランスよく運
営することが大切

２６

中日（朝刊）８．１９（火）
時目記：学生ベンチャー編①　農
学で起業目指すぞ！　大学院１年 
・大沢憲明

２７

中日（朝刊）８．１９（火）
踊ろまい！第５回どまつり参加
チーム　「快踊乱舞」本学学生中心

２８

中日（夕刊）８．１９（火）
青色発光“第一発見者”赤崎勇名誉
教授　研究者は、孤独でも未到の
地を目指せ

２９

中日（夕刊）８．１９（火）

理化学研究所と本学生命農学研究
科が植物研究で今年４月学術交流
協定を締結　今月２５日、本学で初
のシンポジウムを開催

３０

朝日（朝刊）８．２０（水）

高エネ機構の大型加速器Bファク
トリー　「裏粒子」存在の可能性も　
Bファクトリーによる実験を提唱
した三田一郎・理学研究科教授
「単純な超対象性理論では説明が
つかないように思われる」

３１

朝日（夕刊）８．２１（木）
法人化される国立大学選び「学費」
も決め手？　本学「交付金減で７０
万円」試算も

３２

朝日（朝刊）８．２３（土）

東京で開かれた朝日ジュニア・サ
マースクールで野依良治教授が講
演「人間の知恵で、無から有を生
み出せる」と化学の魅力を語った

３３

中日（朝刊）８．２３（土）
第１０回腎不全対策キャンペーン講
演会　前田憲志名誉教授ら３人が
講演

３４

中日（朝刊）８．２３（土）

学術研究助成　大幸財団、贈与決
定　門松健治・医学系研究科助教
授、小鹿一・生命農学研究科教授、
杉田護・遺伝子実験施設教授、関
華奈子・太陽地球環境研究所助教
授など８件

３５

日経（朝刊）８．２４（日）
インフルエンザ脳症　遺伝的要因を
森島恒雄・医学部保健学科教授と
東大教授が１０月から半年かけ解析

３６

中日（朝刊）８．２５（月）
浪川幸彦・多元数理科学研究科長
の数楽、数が苦⑥：全部で何試合？　
ポイントは文字式に表れる

３７

中日（朝刊）８．２６（火）
研究室発：三矢保永・工学研究科
教授　情報メカトロニクス　縁の
下の技術復権に意欲

３８

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）８．２６（火）
教育学部は愛知県生涯学習推進セ
ンターと共同で、後期授業の一部
を市民に公開

３９

中日（朝刊）８．２６（火）
医学部保健学科公開講座　テーマ
は「健やかに過ごすために」

４０

読売８．２６（火）
特集医療相談：答える人　横田充
弘・医学系研究科助教授、後藤百
万・医学部附属病院講師

４１

中日（朝刊）８．２６（火）
時目記：学生ベンチャー編②　事
業計画書執筆で格闘　大学院１年 
・大沢憲明

４２

中日（朝刊）８．２６（火）
きらり：難民問題学び母国に貢献
を　カンボジアから来日、大学院
博士課程１年・ラン・サリー

４３

中日（朝刊）８．２６（火）
学生街ダンス：女の子同士　家で
「まったり」最高　２年長谷川佳美

４４

中日（朝刊）
読売

８．２６（火）

名古屋市交通局　１２月１３日に開業
する地下鉄名城線　砂田橋－名古
屋大学について平日昼間の運転間
隔を８分にすることなど概要を発表

４５

中日（夕刊）８．２６（火）
遺伝子で独自のアプローチ　応用
の前に基礎研究重視を　名誉教授 
・郷通子・長浜バイオ大教授

４６

中日（夕刊）８．２６（火）
着衣障害者に楽々服　医学部保健
学科の学生が完成させた

４７

毎日（朝刊）８．２７（水）

予知最前線：地殻変動観測　一億
分の一度も見逃さず　地中の計器
が角度変化測定　山内常生・地震
火山・防災研究センター助教授

４８

中日（朝刊）８．２７（水）
訃報　泉亮太郎名誉教授　２６日胃
ガンのため死去

４９

中日（朝刊）
読売

８．２８（木）
８．２９（金）

医学部附属病院　血液中抗体濃度
３０倍超の患者　生体肝移植に成功

５０

毎日（朝刊）８．２９（金）

道路防災を考える　道路構造物保
全検討委員会・構造物重点管理シ
ステム検討会委員長・山田健太郎 
・環境学研究科教授、道路防災対
策検討委員会委員長・浅岡顕・工
学研究科教授　に中部地方の道路
防災に関連した問題点、対策など
について意見を聞いた

５１

朝日（朝刊）８．３１（日）

Weekly 教育：本学の来年度入試　
センター試験は文系学部６教科７
科目、理系学部５教科７科目に増
やす

５２



２６

名古屋大学広報用マークのデザインについて

INFORMATION

　名古屋大学広報委員会では、平成１６年４月の国立大学法人化をひかえて、全学の広報誌等の見直しと広報活動の

一層の充実を図ってきました。その第１歩として全学広報誌「名古屋大学プロフィール」のコンセプトと内容を一

新しました。同時にそのコンセプト（“scholarship community”「問い学ぶ人々」）にふさわしい新広報ロゴデザイ

ンを作成しました。

　この新しい広報ロゴデザインにつきましては、広報等に限って使用するものであり、学章にかわるものではあり

ません。

　なお、これまで長年にわたり愛用されている学章は評議会で正式に制定されたもので、全学的な公式行事等に活

用するとともに、各部局においても適宜活用を図っていくものです。



２７

　本誌に関するご意見・ご要望・記事の掲載などは企画広報室にお寄せください。

総務部　企画広報室　企画広報掛

　電話：０５２（７８９）２０１６

　FAX：０５２（７８９）２０１９

　E-mail：kouho@post.jimu.nagoya-u.ac.jp

名大トピックスNo.１２３号（平成１５年８月２９日発行）

　２２ページの『愛知県地区国立学校等新任係長研修が開催される』に誤りが

ありました。「看護婦長」を「看護師長」と訂正させていただきます。慎ん

でお詫びします。

お　詫　び　と　訂　正



　名古屋を代表する世界的な著名人として「文においては伊藤圭介、武においては豊臣秀吉」ともいわれる伊藤圭介は、享

和３（１８０３）年１月名古屋呉服町（現名古屋市中区丸の内３丁目１０番）の医者の家に生まれました。植物学に興味をいだ

き、文政９（１８２６年）年２月宮（現熱田区）で、江戸に赴く途中のシーボルトに、植物の学名の点検を依頼したのを機に、翌年

長崎に赴き、シーボルトの下で植物学を学びました。「泰西本草名疏」を訳述刊行したほか、多数著書を出しています。また

医者としても尾張藩で種痘を始めるなど、この地域の医療に尽しました。

　明治政府から大学に出仕するよう命じられ、明治３（１８７０）年１１月に名古屋を離れ上京、明治１４（１８８１）年東京大学教授

に任ぜられ、同２１（１８８８）年日本初の理学博士の学位を受けました。明治３４（１９０１）年に逝去しています（享年９９歳）。

　伊藤は上京する直前、名古屋藩に西洋医学の病院と学校をつくるよう建議し、これが現在の名古屋大学の前身となる仮

医学校・仮病院の設置となりました。いわば名古屋大学の生みの親といえます。このほか仮医学校・仮病院の後身校となった

愛知医学校の教諭奈良坂源一郎による愛知教育博物館建設にも寄与しています。

　第３代名古屋大学総長勝沼精蔵は伊藤の顕彰に努め、彼の強い要請によって昭和３０（１９５５）年に、遺族から「錦�植物

図説」ほか遺品１８８冊が附属図書館へ寄贈されています（伊藤圭介文庫）。また同じ頃伊藤圭介座像（鶴舞中央図書館前）

や「伊藤圭介先生誕生之地」碑（上述生誕地、写真右）が、勝沼の組織した伊藤圭介顕彰会によって建てられています。その

ほか東山植物園（写真中）や地元小学校に胸像、平和公園に碑など、名古屋市内各地に記念碑像があります。

⑰伊藤圭介胸像および「伊藤圭介先生
誕生之地」碑

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物等に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６、nua_office@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡下さい。

▲「伊藤圭介先生誕生之地」碑

▲伊藤圭介

▲伊藤圭介胸像

　本文の記念碑については、伊藤圭介生誕２００年記念展示会（ｐ２２参照）に
おいて詳しい展示がありますので、ぜひ一度ご来館下さい。


